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▲昨年の敬老会のようす

　

村
と
婦
人
会
で
は
、
飯

舘
村
の
発
展
に
貢
献
さ
れ

た
お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
を

お
招
き
し
、
長
寿
を
祝
う

「
敬
老
会
」
を
、
９
月
15

日
に
飯
舘
中
学
校
体
育
館

で
行
い
ま
す
。
対
象
者
は

４
月
１
日
現
在
75
歳
以
上

の
方
で
、１
０
６
０
人
（
９

月
１
日
現
在
）。

　

当
日
は
、
各
地
区
か
ら

会
場
ま
で
の
送
迎
バ
ス
を

運
行
し
ま
す
。（
バ
ス
運

行
表
は
今
回
の
「
お
知
ら

せ
版
」
裏
面
に
掲
載
し
て

い
ま
す
）

　

敬
老
会
の
詳
し
い
内
容

は
、
健
康
福
祉
課
福
祉
係

（
☎
42

－

１
６
２
０
）
へ

お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

９月15日
「飯舘村敬老会」

90歳以上長寿番付 　     （敬称略）

男
年齢

女
氏　　名 行 政 区 氏　　名 行 政 区

１０２ 大 浦 英 子 伊 丹 沢
大久保　文　雄 宮 内 ９９  

９８
庄 司 サ キ 伊 丹 沢
森 永 ワ サ 前田・八和木

菅 野 健 藏 比 曽 ９７ 只 野 タ ケ 伊 丹 沢
菅 野 信 長 伊 丹 沢

９６
佐 藤 フ ヨ 深 谷

大 槻 善 助 大 倉 大和田　ツ　マ 伊 丹 沢
高　野　久次郎 関 沢

９５
松　田　マチノ 深 谷

石 井 英 雄 飯 樋 町 田　邊　ハツミ 伊 丹 沢
高 木 ク ノ 大 倉

高 橋 喜 六 伊 丹 沢

９４

菊　池　ハナイ 草 野
木 幡 常 治 小 宮 北　里　ハルノ 伊 丹 沢

高 野 フ カ 大 倉
細 川 マ ツ 上 飯 樋
高　橋　フヂヨ 比 曽
佐　藤　マツイ 長 泥
佐　藤　サツヨ 関 根・ 松 塚
佐 藤 ワ キ 二枚橋・須萱

高 野 政 見 八木沢・芦原

９３

三 浦 キ ミ 伊 丹 沢
永　井　ミツ子 関 沢
古 川 ハ ナ 小 宮
菅 野 フ ミ 佐 須
佐 藤 キ ヨ 大久保・外内

鈴　木　倉之助 伊 丹 沢

９２

佐　藤　ナツイ 草 野
東海林　貞　吉 伊 丹 沢 木　幡　ナツイ 伊 丹 沢
大久保　勝　美 大 倉 佐 藤 幸 子 伊 丹 沢

高 橋 ト ミ 佐 須
古　川　トミ子 飯 樋 町
北　山　ヨシイ 飯 樋 町
鴫　原　ミユキ 長 泥

鈴 木 孝 吉 草 野

９１

佐　藤　フチエ 伊 丹 沢
高 野 要 治 関 沢 山　田　フヨノ 伊 丹 沢
高 橋 正 雄 小 宮 高　橋　カヲル 伊 丹 沢

木 幡 　 四 八木沢・芦原
松　下　フヂノ 宮 内
大和田　ウ　メ 比 曽
鴫　原　フカノ 長 泥
菅 野 秀 子 蕨 平

大和田　六　郎 伊 丹 沢

９０

平 野 ト シ 草 野
齋 藤 金 男 八木沢・芦原 只　野　アサヲ 伊 丹 沢
高 野 一 郎 前 田 横　山　マツエ 伊 丹 沢

菅 野 菊 栄 伊 丹 沢
石　黒　ミヨシ 八木沢・芦原
高　野　トシイ 大 倉
菅　野　アサヨ 佐 須
佐々木　はまよ 佐 須
大 東 春 子 宮 内
齋　藤　ハルイ 飯 樋 町
遠　藤　ミノル 前田・八和木
菅　野　ツルノ 比 曽
中　島　タケヨ 比 曽
高　橋　スギノ 関 根・ 松 塚
井 上 ブ ン 前 田

　今年度から、自分の健康は自分で守る。自ら実施・地域で応援する健康教室が始
まりました。
　福島市の八子医院と健康指導の協定を結び、運動指導を中心に教室を開催中。
　今年は、宮内、上飯樋、蕨平、前田の４行政区で展開
します。今後５年間、全行政区で実施する予定で、５年
後には村民全体の健康レベルのアップと健康づくりの一
人ひとりの意識向上を目指しています。
　第１回目の教室は、８月９日と 17 日に、八子芳樹副院
長により、「運動と食生活を中心とした生活習慣病予防」
と題して講話が実施されました。
　その後、参加者は日常生活を振り返り、運動と食生活
それぞれに目標を決めました。
今後、2 月末まで運動の実技指導、栄養講話、親子料理教
室等の内容で開催されます。 ▲八子芳樹副院長による講話（上飯樋地区）

統
合
診
療
所
整
備
検
討
委
員
会 
～
最
終
答
申
～

　

検
討
委
員
会
が
考
え
る
公
設
民
営
と
は
、
施
設

（
建
物
）
は
村
で
整
備
し
、
運
営
は
民
間
で
と
い
う

も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、診
療
時
間
を
含
む
サ
ー

ビ
ス
面
で
住
民
の
要
望
に
沿
っ
た
柔
軟
な
対
応
を

期
待
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

第
８
回
委
員
会
は
８
月
28
日
に
開
催
さ
れ
、
最

終
答
申
が
だ
さ
れ
ま
し
た
。
最
終
答
申
は
、
第
１

回
答
申
か
ら
第
３
回
答
申
を
要
約
し
た
も
の
で
次

の
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

第
１
回
答
申

までいな健康づくり事業スタート

統
合
診
療
所
の
運
営
形
態
に
つ
い
て

可
能
性
が
あ
れ
ば
公
設
民
営
が
望
ま
し
い

　

統
合
診
療
所
は
地
域
の
安
心
施
設
と
し
て
、
さ

ら
に
は
健
康
づ
く
り
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と

し
て
の
機
能
を
持
っ
た
施
設
と
し
、
医
療
に
お
い

て
は
、
現
在
の
よ
う
な
通
院
診
療
（
一
次
診
療
）

を
医
療
機
器
を
充
実
さ
せ
、
さ
ら
に
入
院
治
療
や

専
門
的
な
治
療
（
二
次
診
療
）
の
で
き
る
病
院
と

の
連
携
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

第
２
回
答
申

統
合
診
療
所
の
機
能
に
つ
い
て

一
次
診
療
を
充
実
し
、

　
さ
ら
に
二
次
診
療
と
の
連
携
を
図
る

第
３
回
答
申

住
民
が
使
い
や
す
い
診
療
所
と
す
る
た
め
に

交
通
手
段
、
診
療
体
制
、
夜
間
・
休
日
の

体
制
充
実
を
図
る

　

交
通
手
段
に
つ
い
て
は
、
診
療
所
の
送
迎
の
み

で
な
く
、
多
様
な
目
的
で
利
用
で
き
る
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
イ
バ
ス
的
な
整
備
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

診
療
体
制
は
、
原
則
と
し
て
医
師
の
複
数
体
制

と
し
、
就
業
後
診
療
に
よ
り
利
用
度
を
高
め
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　

夜
間
・
休
日
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
医
師
の
常

駐
化
が
望
ま
れ
る
と
し
て
い
ま
す
。　

今
後
は
、
村

の
方
針
を
決
定

し
、
住
民
説
明

会
を
開
催
す
る

予
定
で
す
。

▲�菅野村長に最終答申をする
　福島大学鈴木典夫委員長（左）

～あなたの健康づくり
　　　　　応援します～
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嬉
う

れ

し
い
と
き
も
悲
し
い
時
も
笑
お
う

▲赤ちゃんの人形を使ったお風呂体験

　

も
う
す
ぐ
出
産
を
迎
え
る
パ
パ
・
マ

マ
を
対
象
に
、
妊
娠
中
の
過
ご
し
方
や

む
し
歯
予
防
の
話
、
パ
パ
の
妊
婦
体
験

や
夫
婦
で
で
き
る
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。

　

約
７
キ
ロ
の
妊
婦
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着

て
、
階
段
の
上
り
下
り
や
足
の
爪
切
り

を
体
験
し
た
パ
パ
は
、
妊
婦
の
大
変
さ

を
実
感
し
た
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
赤
ち
ゃ
ん
の
人
形
を
使
っ
て

の
お
風
呂
体
験
で
は
、
最
初
は
赤
ち
ゃ

ん
の
抱
っ
こ
も
ぎ
こ
ち
な
い
様
子
で
し

た
が
、
助
産
師
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
、
上
手
に
お
風
呂
に
入
れ
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
パ
パ
か
ら
は
、「
子

ど
も
を
早
く
お
風
呂
に
入
れ
た

い
」「
マ
マ
の
大
変
さ
が
分
か
っ

た
」
な
ど
の
産
ま
れ
て
く
る
子
ど

も
へ
の
愛
情
や
、
妻
へ
の
い
た
わ

り
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

村
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
夫
婦
で

少
し
で
も
不
安
な
く
出
産
に
臨
め

る
よ
う
、
教
室
を
開
催
し
て
い
き

ま
す
。

マタニティパパママ教室８
10 ～パパ・ママの準備完了！～

　

村
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の
地

域
ぐ
る
み
福
祉
活
動
講
演
会
が
、

「
い
ち
ば
ん
館
」
で
開
か
れ
、
村
民

ら
約
１
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
全

国
各
地
の
福
祉
施
設
等
へ
の
慰
問

活
動
を
続
け
て
い
る
佐
々
木
政
巳

さ
ん
（
郡
山
市
）
が
務
め
ま
し
た
。

　

佐
々
木
さ
ん
は
「
逆
境
を
バ
ネ

に
し
て
」
と
題
し
、
40
歳
の
時
に

視
力
が
低
下
し
失
明
、
視
覚
障
害

に
な
っ
た
こ
と
や
家
族
の
こ
と
、

ま
た
、
悲
し
み
や
苦
し
み
を
克
服

し
よ
う
と
腹
話
術
を
学
ん
だ
こ
と

な
ど
、
自
身
の
体
験
を
、
腹
話
術

人
形
を
交
え
て
の
話
さ
れ
、
参
加

者
ら
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。

　

出
席
し
た
参
加
者
は
「
講
演
の

中
で
、『
人
生
を
「
竹
」、
失
明
を

「
竹
の
節
」
に
例
え
、「
節
」
は
あ

る
け
れ
ど
、
そ
れ
を
人
生
の
転
機

と
と
ら
え
た
ら
未
来
が
開
け
て
き

た
』
と
い
う
言
葉
が
印
象
的
だ
っ

た
」「『
嬉
し
い
と
き
も
、
悲
し
い

時
も
、
ど
う
せ
な
ら
笑
お
う
』
と

い
う
言
葉
に
励
ま
さ
れ
た
」
な
ど

と
感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲ 人形の「さくらちゃん」と共に講話をする
講師の佐々木政巳さん

▲講演会のようす

子どもは“たからもの”
フォト・川柳コンテスト募集

　楽しい子育ての思い出をパチリ！子どもの思いがけない一
言を一句に！「子どもがいること」での日常生活の姿や楽しさ、
感動、笑顔を写真・川柳で募集しています。ぜひご応募下さい。

応募は９月20日（土）まで（当日消印有効）
○お問合わせ…健康福祉課福祉係（☎ 42-1620）

地
域
ぐ
る
み
福
祉
活
動
講
演
会

８
５


